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(57)【要約】
【課題】ユーザーの現在位置から貸出車両までの移動時
間を考慮に入れることで、スマートフォン等の携帯端末
による、より精度の高い返却案内通知を可能とするナビ
ゲーション装置を提供する。
【解決手段】車載ナビゲーション装置２は、スマートフ
ォン３と通信可能な通信部１２と、車両が停車したこと
を検出するナビゲーション部８と、通信部１２を介して
、停車に関する停車情報を、スマートフォン３に送信す
る制御部９とを備えており、目的地に到着しユーザーが
貸出車両から離れる際、ユーザーが所持するスマートフ
ォン３に対し、車両の停車位置や経路情報を転送できる
から、ナビゲーション機能をスマートフォン３側に引き
継いで、現在位置から停車位置を経由して返却地に到達
するまでの経路探索を行うことが可能となる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯端末装置と通信可能な通信部と、
　車載ナビゲーション装置が搭載されている車両が停車したことを検出する検出部と、
　前記通信部を介して、前記停車に関する停車情報を、前記携帯端末装置に送信する制御
部と、
を備えている車載ナビゲーション装置。
【請求項２】
　前記ナビゲーション装置の電源を管理する電源管理部を備えており、
　前記制御部が、前記電源管理部から取得した電源のＯＦＦトリガーに基づいて前記停車
情報を送信する請求項１に記載の車載ナビゲーション装置。
【請求項３】
　前記車両の位置情報を提供する位置提供部を備えており、
　前記制御部が、前記停車情報として、前記位置提供部から取得した位置情報を送信する
請求項１または２に記載の車載ナビゲーション装置。
【請求項４】
　前記制御部が、
　　前記電源管理部から取得した電源のＯＦＦトリガーに基づいて、前記携帯端末装置に
報知情報を報知する権限を委譲し、
　　前記電源管理部から取得した電源のＯＮトリガーに基づいて、前記携帯端末装置から
報知情報を報知する権限の委譲を受ける請求項１、２または３に記載の車載ナビゲーショ
ン装置。
【請求項５】
　車載ナビゲーション装置と通信可能な通信部と、
　前記通信部を介して受信した、前記車載ナビゲーション装置が搭載されている車両が停
車したことに関する停車情報に基づいて、携帯端末装置の現在位置から車両の停車位置を
経由して返却地へ到着する到着予定時刻を算出し、当該到着予定時刻と前記返却地への返
却予定時刻とに基づいて報知情報を報知する返却案内部を備えている携帯端末装置。
【請求項６】
　車載ナビゲーション装置と携帯端末装置とからなるナビゲーションシステムであって、
　前記車載ナビゲーション装置は、
　　前記携帯端末と通信可能な通信部と、
　　車載ナビゲーション装置が搭載されている車両が停車したことを検出する検出部と、
　　前記通信部を介して、前記停車に関する停車情報を、前記携帯端末に送信する制御部
とを備えており、
　前記携帯端末装置は、
　　現在位置から前記停車位置を経由して返却地へ到着する到着予定時刻を算出し、前記
到着予定時刻と前記返却地への返却予定時刻に基づいた報知情報を報知するナビゲーショ
ンシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、貸出車両に搭載される車載ナビゲーション装置と、貸出車両を利用するユー
ザーが保有する携帯端末装置と、これら車載ナビゲーション装置および携帯端末装置とか
らなるナビゲーションシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、レンタカーに加えてカーシェアリングが広まりつつある。これらのサービスを利
用した場合、貸出時間内に車両を返却する必要があり、返却予定時刻より前に返却できな
い場合、超過料金を支払わなければならない。
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　そこで特許文献１では、ユーザーが返却予定時刻に遅れることを防止するため、到着予
定時刻が返却予定時刻の所定時間前になると遅れる可能性があると判断し、車載ナビゲー
ション装置を介して返却案内通知を行う方法が提案されている。更にユーザーが貸出車両
から離れている場合においては、車載ナビゲーション装置からユーザーの携帯端末に通信
して返却案内通知を行う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－３０８４６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記従来のものは返却案内通知を行う判断をするため、到着予定時刻を算出する。この
到着予定時刻はユーザーが車両に乗っていることを前提として計算されているが、実際に
はユーザーは車両から離れているケースがある。その場合ユーザーの現在位置から貸出車
両までにかかる移動時間が考慮されていないため、到着予定時刻の精度がよくないという
問題がある。
　本発明は、従来の問題を解決するためになされたもので、ユーザーが車両から離れた場
合、ユーザーの現在位置から車両の停車位置までにかかる移動時間を考慮した到着予定時
刻を算出することで、より精度の高い返却案内通知が可能な車載ナビゲーション装置、携
帯端末装置およびナビゲーションシステムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の車載ナビゲーション装置は、携帯端末装置と通信可能な通信部と、車載ナビゲ
ーション装置が搭載されている車両が停車したことを検出する検出部と、前記通信部を介
して、前記停車に関する停車情報を、前記携帯端末装置に送信する制御部と、を備えた構
成を有する。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、ユーザーが車両から離れた場合でも、停車情報を利用してユーザーの
現在位置から車両の停車位置までにかかる移動時間を考慮した到着予定時刻を算出し、よ
り精度の高い返却案内を報知することを可能とする、車載ナビゲーション装置を提供する
ことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明をサーバを含む形態として実施する場合における車載ナビゲーション装置
、携帯端末装置およびナビゲーションシステムを説明するための全体の模式図
【図２】本発明をサーバを含まない形態として実施する場合における車載ナビゲーション
装置、携帯端末装置およびナビゲーションシステムを説明するための全体の模式図
【図３】車載ナビゲーション装置、スマートフォンおよびナビゲーションシステムの機能
ブロック図
【図４】車載ナビゲーション装置、スマートフォンおよびナビゲーションシステムの実施
例を示すフローチャート
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本発明の実施の形態における車載ナビゲーション装置、携帯端末装置およびナビ
ゲーションシステムについて図面を参照しながら説明する。
　なお、以下で説明する本発明の実施の形態は、本発明の好ましい一具体例を示すもので
ある。本実施の形態で示される数値、形状、構成要素、構成要素の配置及び接続形態など
は、一例であり、本発明を限定する趣旨ではない。
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　本発明は、特許請求の範囲だけによって限定される。よって、以下の実施の形態におけ
る構成要素のうち、独立請求項に記載されていない構成要素は、本発明の課題を達成する
のに必ずしも必要ではないが、より好ましい形態を構成するものとして説明される。
【０００９】
　図１および図２は本発明をサーバを含んだ形態およびサーバを含まない形態として実施
する場合における車載ナビゲーション装置、携帯端末装置およびナビゲーションシステム
を説明するための全体の模式図であり、図３はナビゲーションシステムにおける各装置の
機能ブロック図である。
【００１０】
　まず、図１に示すように、出発地、返却地、ユーザー目的地、ユーザー位置、サーバの
構成要素がある場合を考える。
　出発地は貸出車両を借りて出発する場所であり、返却地はユーザーが貸出手続きの際に
貸出業者に申告した返却場所である。また、ユーザーは通常、車両を借りる際に貸出業者
に対して返却予定時刻も合わせて申告する。
【００１１】
　ユーザー目的地はユーザーが貸出車両を借りて向かう目的地である。貸出車両には車載
ナビゲーション装置が搭載されている。一般的に、ユーザーがユーザー目的地に到着する
と、ユーザーは自身の目的を果たすため、貸出車両から離れる。ユーザー位置は、ユーザ
ーがユーザー目的地に到着後、貸出車両から離れた場合のユーザーの現在位置である。
【００１２】
　ユーザーはナビゲーション機能を持つスマートフォンなどの携帯端末装置を所持してい
るものとする。サーバは、ユーザーが車両を借りる際に貸出業者に申告した情報を、ユー
ザーＩＤと共に（紐付けて）記録したサーバであり、少なくともユーザーおよび貸出業者
がインターネットを介してこの情報を取得することが可能なものとする。具体的には、ユ
ーザーＩＤを送信することで、送信されたユーザーＩＤに紐付けられた返却地および返却
予定時刻を取得できるようなものである。
【００１３】
　図１にはサーバを含んだ形態を示したが、本発明は、図２に示すように、サーバを含ま
ない形態として実施することもできる。同図に示すようにサーバを含まない形態とすれば
、システム構成が単純になる、サーバの運用コストが不要となる、通信環境が悪い場合に
おける動作を考慮する必要がなくなる、という利益がある。
【００１４】
　上記通信環境が悪い場合とは、例えば地下駐車場にいる場合のように、通信環境が悪い
ためにスマートフォンからサーバへアクセスしても必要なデータを取得することができな
い場合をいう。
このような場合、スマートフォンからサーバにアクセスしても異常処理となるため、その
際の動作を考慮して予め設定しておく必要がある。
　例えば、（１）サーバからの取得を予定していたデータをユーザーが直接入力する、（
２）通信環境が良い場所において最新データを予めスマートフォンに保持しておく、など
といった操作をユーザーが予め行っておく必要がある。
【００１５】
　なお、図１に示したサーバを含んだ形態には、貸し出し業者がアップロードしたサーバ
のデータをスマートフォンが読み込むことにより、入力を省略化することができるという
利点がある。さらに、予約を変更して返却地や返却予定時刻が変わったときには、貸し出
し業者がサーバにアップロードすることにより、変更内容をスマートフォンによる経路案
内に反映させることが可能となる。変更内容のサーバへのアップロードは、ユーザーから
の連絡に基づいて貸し出し業者が行う他、車載ナビゲーション装置から直接サーバのデー
タを更新する構成としてもよい。この構成によれば、車載ナビゲーション装置に入力した
データ変更内容を、サーバを介してスマートフォンによる経路案内に反映することができ
る。
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【００１６】
　図３に示すように、本実施形態のナビゲーションシステム１は車載ナビゲーション装置
２とスマートフォン（携帯端末装置）３から構成されている。
　車載ナビゲーション装置２およびスマートフォン３は、典型的にはＣＰＵ、ＲＯＭ及び
ＲＡＭを含んでおり、ＣＰＵは、ＲＯＭに予め格納されるコンピュータプログラムを、Ｒ
ＡＭを使って実行する。車載ナビゲーション装置２およびスマートフォン３の各機能は、
典型的にはコンピュータプログラムにより実行されるが、ハードウェアにより構成するこ
ともできる。
【００１７】
　車載ナビゲーション装置２は、表示部４と、入力部５と、経路案内部６と経路探索部７
とで構成されるナビゲーション部（検出部）８と、制御部９と、位置提供部１０と、電源
管理部１１と、通信部１２とで構成されている。
【００１８】
　表示部４は、各種メニュー画面やナビ画面などを表示する。また、後述する返却案内通
知もこの表示部４を介してユーザーに提示する。入力部５はユーザーからの入力を受け付
けるものであって、入力用タッチパネルやハードウェアキーによって構成されており、車
載ナビゲーション装置２に対する各種入力を行うことができる。
　例えば経路探索を行う場合、ユーザーは目的地や経路探索条件の入力を行うことができ
る。ナビゲーション部８は、他の機能ブロックより受け取った自車位置・目的地・経路探
索条件に従い、経路探索部７によって経路・到着予定時刻などを算出し、その結果を経路
案内部６によって案内のための情報に変換し、案内ルートや到着予定時刻を表示部４に提
供する。
【００１９】
　制御部９は返却案内通知を行うための中心的役割を持つ。制御部９は外部から返却地、
返却予定時刻、ユーザー目的地を取得した場合、ナビゲーション部８に対し、ユーザー目
的地を経由地に、返却地を最終目的地に設定する。また、ナビゲーション部８が与えられ
たユーザー目的地に従い算出した到着予定時刻を取得し、到着予定時刻と返却予定時刻と
の差が閾値以内になったら返却案内通知を表示部４に提示する。このように、制御部９は
、返却地や返却予定時刻に基づいて、必要に応じてユーザーへの返却案内通知を行う。
【００２０】
　また、制御部９は、車載ナビゲーション装置２の電源がＯＦＦになった場合、電源管理
部１１から電源ＯＦＦの通知を受け取り、通信部１２を介してスマートフォン３へのデー
タ通信を行い、停車情報を送信する。「停車情報」とは、車両が停車した事実に関する情
報をいい、例えば、停車事実（車載ナビゲーション装置２の電源ＯＦＦは車両が停車した
タイミングと一致するものとする）、停車時刻、停車位置の位置情報、停車位置とユーザ
ー目的地との位置関係などが挙げられる。スマートフォン３は、車載ナビゲーション装置
２から受信した停車情報に基づいて、車両の停車位置を特定することができる。制御部９
は停車情報と共に返却地や返却予定時刻などの情報を送信してもよい。
【００２１】
　位置提供部１０は、車載ナビゲーション装置２に搭載されているセンサ（ＧＰＳ・ジャ
イロ・車速パルス）から算出した自車位置を提供する。この自車位置を求める際には、Ｇ
ＰＳ信号のみではなく、ジャイロセンサーや車両の速度を割り出すために用いられる車速
パルスも用いられる。このため、位置提供部１０によれば、ＧＰＳ信号を受信できない地
下駐車場などにおいても自車位置を取得することができる。
【００２２】
　また、車載ナビゲーション装置２に搭載されるＧＰＳ受信機には、スマートフォン３に
搭載されるものとの比較して、（１）感度を高くする必要がないため（アンテナ周囲の電
波環境が安定するため）衛星走査時間が短くなり反射波の影響を受けにくい、（２）車載
バッテリなどの大容量の電源に接続されるため測位処理回数を増やすことができる、とい
う特長がある。
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　このため、車載ナビゲーション装置２の位置提供部１０に搭載されるＧＰＳ受信機は、
スマートフォン３の位置提供部１９に搭載される受信機よりも、一般に精度が高い。
【００２３】
　したがって、位置提供部１０から停車位置の位置情報を取得することにより、車両がＧ
ＰＳ信号を受信困難な場所に停車した場合であっても位置情報を取得可能となり、また、
スマートフォン３の位置提供部１９よりも精度の高い位置情報を取得することができる。
【００２４】
　電源管理部１１は、車載ナビゲーション装置２の電源ＯＮ／ＯＦＦを管理し、電源ＯＦ
Ｆ／ＯＮの検知を必要とする機能ブロックである制御部９に通知を行う。この通知に基づ
いて、制御部９は、シャットダウンシーケンス（電源ＯＦＦの際に自動的に行う連続動作
）の一部として、停車情報をスマートフォン３に送信する。停車情報として、位置提供部
１０から取得した停車位置の位置情報を送信することにより、精度の高い位置情報をスマ
ートフォン３に提供することができる。
【００２５】
　通信部１２は、車載ナビゲーション装置２とスマートフォン３の間でデータ通信を行う
ことができる。通信の方法はその一例として、例えばBluetooth（登録商標）による通信
がある。
【００２６】
　スマートフォン３は、表示部１３と、入力部１４と、経路案内部１５と経路探索部１６
とで構成されるナビゲーション部１７と、返却案内部１８と、位置提供部１９と、電源管
理部２０と、通信部２１とで構成されている。
【００２７】
　表示部１３は、各種メニュー画面やスマートフォンとしての電話・メール画面、ナビ画
面などを表示する。また、後述する返却案内通知もこの表示部１３を介してユーザーに提
示する。入力部１４は、入力用タッチパネルによって構成されており、スマートフォン３
に対する各種入力を行うことができる。
【００２８】
　ナビゲーション部１７は、他の機能ブロックより受け取ったユーザー位置・目的地・経
路探索条件に従い、経路探索部１６によって経路・到着予定時刻などを算出し、その結果
を経路案内部１５によって案内のための情報に変換し、表示部１３に提供する。
【００２９】
　返却案内部１８は返却案内通知を行うための中心的役割を持つ。返却案内部１８は、車
載ナビゲーション装置２から返却地、返却予定時刻、車両の停車位置を取得した場合、ナ
ビゲーション部１７に対し、返却地を目的地に、車両が停車している停車位置を経由地に
設定する。
　車両がユーザー目的地に停車している場合、停車位置はユーザー目的地と一致する。ま
た、ナビゲーション部１７が与えられた経由地、目的地に従い算出した到着予定時刻を取
得し、到着予定時刻と返却予定時刻との差が閾値以内になったら返却案内通知を表示部１
３に提示する。
　なお「停車」には、車載ナビゲーション装置２がＡＣＣ ＯＦＦされた際の車両の継続
的な停止であって、運転者が車両を離れてすぐには運転できない状態を意義する駐車、お
よび駐車よりも短時間の停止を含んでいる。
【００３０】
　位置提供部１９は、スマートフォン２に搭載されているセンサ（ＧＰＳ受信機等）から
算出したスマートフォン３の現在位置を提供する。返却案内部１８は、車載ナビゲーショ
ン装置２の制御部９から送信された停車情報に基づいて、位置提供部１９から現在位置を
取得して、ユーザー目的地（停車位置）の位置情報として用いることができる。また、ス
マートフォン３を持ったユーザーが車両から離れた後において、返却案内部１８は、位置
提供部１９から取得した現在位置から、車両の停車位置を経由して、返却地までの移動に
要する時間を算出し、到着予定時刻を取得することができる。
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【００３１】
　なお、現在位置から停車位置までの移動に要する時間、および停車位置から返却地まで
の移動に要する時間は、各移動に用いられる手段を考慮して算出される。例えば、現在位
置から停車位置までは徒歩で移動し、停車位置から返却地までは車両で移動する場合、徒
歩による移動時間と車両による移動時間との和が移動に要する時間として算出される。
【００３２】
　電源管理部２０は、スマートフォン３の電源ＯＮ／ＯＦＦを管理し、電源ＯＦＦ／ＯＮ
の検知を必要とする機能ブロックに通知を行う。通信部２１は、車載ナビゲーション装置
２とスマートフォン３の間でデータ通信を行うことができる。
【００３３】
　次に、本実施の形態のナビゲーションシステム１において、ユーザーが貸出車両に乗り
込むところから、返却地に到着するまでの各装置の処理について、図４のフローチャート
を用いて説明する。図４は返却案内の実施例を示すフローチャートである。
【００３４】
　図４に示すように、ユーザーが貸出車両に乗り込みエンジンをＯＮにすると、車載ナビ
ゲーション装置２の電源がＯＮになる（ステップＳ３０１）。ここで、車載ナビゲーショ
ン装置２の通信部１２とスマートフォン３の通信部２１の間で、通信の準備を行う。例え
ばBluetooth（登録商標）で接続する場合には、ペアリング処理を行う。
【００３５】
　次に、ユーザーは車載ナビゲーション装置２に対し、ユーザーの返却地・返却予定時刻
を入力する（ステップＳ３０２）。入力は、例えば、車載ナビゲーション装置２の制御部
９が表示部４に提供する入力画面を介して直接ユーザーが行ってもよい。図２に示したよ
うに、サーバを介さずに車載ナビゲーション装置２とスマートフォン３との間で各種情報
のやりとりをする形態では、この入力方法を用いることができる。
【００３６】
　あるいはスマートフォンを利用したより簡潔な入力方法もある。図１で示したように、
車両の貸出予約時にユーザーＩＤ・返却場所・返却予定時刻（到着時限時刻）を紐付けて
サーバに保存されている場合、ユーザーＩＤを特定することで返却地および返却予定時刻
はサーバから取得することができる。
　そのため、スマートフォン３にユーザーＩＤを登録しておくことによって、スマートフ
ォン３の通信機能（電話回線）を利用したり、通信部１２を介してサーバに接続し、ユー
ザーＩＤに紐づいた返却場所および返却予定時刻を取得し、スマートフォン３から車載ナ
ビゲーション２へ送信することができる。
【００３７】
　次に、ユーザーが入力部１４に所望の操作することでユーザー目的地が入力される（ス
テップＳ３０３）。ここで制御部９は、ナビゲーション部８に対し、ユーザー目的地を「
経由地」に、返却地を「目的地」に設定する（ステップＳ３０４）。
　この設定により経路探索部７は、現在位置から返却地までの到着予定時刻を算出する（
ステップＳ３０５）。
　制御部９は経路探索部７から到着予定時刻を取得し、返却予定時刻と到着予定時刻の差
が予め設定された閾値以内であれば、表示部４を介して返却案内通知を表示する。なお、
このステップにおいて返却案内通知が表示された場合、ユーザーはこの時点で車両を返却
してもよい。
【００３８】
　また、車両がユーザー目的地に到着した際、ユーザーがエンジンをＯＦＦにすると共に
車載ナビゲーション装置２の電源がＯＦＦになる（ステップＳ３０６）。
　このとき、車載ナビゲーション装置２のシャットダウンシーケンスの中で、車載ナビゲ
ーション装置２の通信部１２とスマートフォン３の通信部２１の間で通信を行い、車載ナ
ビゲーション２の制御部９が保持していた権限をスマートフォン３の返却案内部１８に委
譲する（Ｓ３０７）とともに、車両位置および設定された目的地情報をスマートフォン３
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側に転送する（Ｓ３０８）。
　「権限」とは、車載ナビゲーション装置２とスマートフォン３との何れが主として動作
するかを示す情報である。上記のように「制御部９が保持していた権限をスマートフォン
３に委譲する」ことにより、その後は、返却案内通知に関する動作はスマートフォン３が
主となって停車情報などに基づいて行う。
　したがって、ユーザーが一旦車両を離れた後、また、戻ってきて返却地に車両を返却す
るまでの間、車載ナビゲーション装置２とスマートフォン３の両方のナビゲーション機能
が同時に動作することを防止できる。
【００３９】
　スマートフォン３の返却案内部１８は、車載ナビゲーション装置２から取得した車両の
停車位置に関する停車情報及び目的地情報を利用し、ナビゲーション部１７に対し、停車
位置を「経由地」、返却地を「目的地」に設定する（Ｓ３０９）。もし、車両がユーザー
目的地に到着する前であれば、車両の停車位置を「第１経由地」、ユーザー目的地を「第
２経由地」に設定すればよい。
【００４０】
　次に、経路探索部１６はユーザーの現在位置から返却地までの移動に要する時間を計算
して、到着予定時刻を算出する（Ｓ３０９）。返却案内部１８は経路探索部１６から到着
予定時刻を取得し、返却予定時刻と到着予定時刻の差が予め設定された閾値以内であれば
、表示部１３を介して返却案内通知を表示する。なお、このステップにおいて返却案内通
知が表示された場合、ユーザーはこの時点で車両を返却してもよい。
【００４１】
　ユーザーが車両に戻り、エンジンをＯＮにすると、車載ナビゲーション装置２の電源も
ＯＮとなる（Ｓ３１１）。すると、車載ナビゲーション装置２の起動シーケンスの中で、
通信部１２とスマートフォン３の通信部２１の間で通信を行い、スマートフォン３の返却
案内部１８が保持していた権限を車載ナビゲーション装置２の制御部９に委譲する（Ｓ３
１２）。
　以降、返却地到着まで、Ｓ３０５～Ｓ３１２を繰り返す（Ｓ３１３）。
【００４２】
　以上説明したように、本発明の車両ナビゲーション装置によれば、ユーザーが車両から
離れた場合でも、車両に戻るまでの移動時間を考慮してスマートフォンなどの端末装置か
ら返却案内通知を行うことが可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００４３】
　本発明のナビゲーションシステムは、車両停止時に車載ナビゲーション装置からスマー
トフォンなどの携帯端末へナビゲーションの権限を委譲し、必要な情報を渡すことで、ユ
ーザーが車両から離れた場合でも精度の高い返却案内通知を行うことが可能となる。その
ため、レンタカーやカーシェアリングなどの貸出車両に搭載される車載ナビゲーション装
置や、ナビゲーションのアプリケーションが動作するスマートフォン、タブレット端末等
の携帯端末に有用である。
【符号の説明】
【００４４】
　１　ナビゲーションシステム
　２　車載ナビゲーション装置
　３　スマートフォン（携帯端末）
　４　表示部
　５　入力部
　６　経路案内部
　７　経路探索部
　８　ナビゲーション部（検出部）
　９　制御部
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　１０　位置提供部
　１１　電源管理部
　１２　通信部
　１３　表示部
　１４　入力部
　１５　経路案内部
　１６　経路探索部
　１７　ナビゲーション部
　１８　返却案内部
　１９　位置提供部
　２０　電源管理部
　２１　通信部

【図３】 【図４】
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